
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

「異業種の現場を視察したことで、それぞれの業界の強みが把握でき、互いの業種について理解が進んだ。」 

「異業種の異なる観点から先入観のない連携のアイディアが多数出された。」 

「出されたアイディアから、具体的な試作品の製作に取り掛かることができた。」 

「参加者同士のネットワークが構築された。」 等。 

 

※参加ご希望の方は、裏面「参加申込書」に必要事項をご記入のうえ９月１０日（月）までに FAXにて送付ください。 

30年度参加事業者 

平成 30年度地域資源活用研究事業 

▼昨年度事業の様子▼ ■事業内容 

本事業は H２９年度からの３カ年継続事業です。昨年度は地域資源に関連する製

造現場の視察及び専門家と参加者間での意見交換を行い、新商品開発の「アイディ

アの種」が多数出されました。 

２年目となる今年度は、昨年度検討されたアイディアをブラッシュアップするため、

複数回のミーティングを重ね「具体的な商品化」を目指します。 

 ２年目からの参加でも心配ありません。関心のある事業者を募集いたします！ 

 

 

 

 

 

 

 

※実施スケジュールについては、裏面をご確認ください。 

 

■参加対象者 

製造業を中心とする県内中小企業者で、以下に該当する方。 

  ✓地域資源に関する組合及び組合員企業 

  ✓経営資源の相互活用を希望する方 

  ✓異業種間の交流や連携に意欲的な方 

  ✓新技術や新商品開発等に意欲的な方 

  ✓その他、他者に活用して欲しいアイディアや技術を有する方 

 

■コーディネーター 中小企業診断士 道家 睦明 氏 

 大手広告会社にて勤務。社内教育部門およびマーケティング企画部門にて、人材

教育プログラム開発やさまざまな業種のマーケティング計画・コミュニケーション計

画・販売促進計画の立案・実施に携わるとともに、新規事業の事業計画立案・実施、

異業種の事業コラボレーションのプロデュース等を担当。 

 

■協 力  株式会社商工組合中央金庫 岐阜支店 

 

■注意事項 

※会場には現地集合・現地解散とし、移動にかかる経費は自己負担とします。 

この事業は地域資源に関連した県内中小企業が、異業種のグループをつくり、

多くの「気づき」と「新鮮なアイディア」を得ることで新たな需要開拓や付加

価値の高い商品開発等に取り組むものです。 

■２年目（30年度） 

ｱｲﾃﾞｨｱをﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ

し、具体的な商品化

を目指す。 

■３年目（31年度） 

販路や売り方を調

査・研究し、事業の

具現化を目指す。 

■１年目（29年度） 

現場視察と懇談会に

よりｱｲﾃﾞｨｱを創出。

連携の可能性を検討

する。 

■視察企業紹介（第２回・10／10(水)） 

株式会社エスウッド（各務原市） 

国内唯一の県産間伐材を活用した内装用ストランドボードの開発、製造、販売を行っています。平成 14年、本会発の岐

阜県イチイプロジェクトにて未利用植物資源を活用した技術開発をスタートし、いぐさボードを製品化しました。以降、

学校などに求められる製品の用途開発や不燃材料の開発にも着手し、平成 25 年には大臣認定を取得。平成 27 年度は岐阜

市中央図書館「ぎふメディアコスモス」の家具・什器に採用され、活用実績を増やしています。 

昨年度 

参加者の声 


